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◆
本
納
駅
東
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業

　

平
成
26
年
４
月
に
地
元
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
よ
り
、「
本
納

駅
東
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
地

区
計
画
）
提
案
書
」
の
提
出
を
受

け
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
、
地
区

計
画
の
都
市
計
画
決
定
に
向
け
、

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

◆
（
仮
称
）
茂
原
長
柄
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
事
業

　

現
在
、
橋
り
ょ
う
の
詳
細
設
計
、

用
地
測
量
業
務
等
を
発
注
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
地
元
お
よ
び
地
権
者
の

方
々
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
得
な

が
ら
円
滑
な
用
地
取
得
に
努
め
て

い
く
と
と
も
に
、
引
き
続
き
千
葉

県
、
長
柄
町
、
東
日
本
高
速
道
路

株
式
会
社
を
は
じ
め
、
関
係
機
関

と
の
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
、
早

期
の
供
用
開
始
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

◆
長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン

　

現
在
、
長
南
町
坂
本
地
先
で
改

良
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

茂
原
区
間
は
関
係
す
る
野
牛
・
台

田
・
立
木
・
三
ヶ
谷
地
区
で
の
境

界
立
会
が
お
お
む
ね
終
了
し
、
今

後
、
用
地
取
得
に
入
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
道
路
は
圏
央

道
に
ア
ク
セ
ス
す
る
重
要
な
道
路

で
す
の
で
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

さ
ら
な
る
事
業
促
進
に
努
め
ま
す
。

◆
県
道
茂
原
環
状
線

　

平
成
27
年
度
の
完
成
に
向
け
、

茂
原
環
状
線
と
茂
原
大
多
喜
線
の

交
差
点
改
良
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
県
事
業
の
早
期
完

了
に
向
け
、
引
き
続
き
協
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

◆
地
域
公
共
交
通
の
運
行

　

市
民
バ
ス
「
モ
バ
ス
」、
デ
マ

ン
ド
交
通
「
ふ
れ
あ
い
」
の
実
証

運
行
を
検
証
し
、
４
月
か
ら
、「
モ

バ
ス
」
の
運
行
数
を
増
便
す
る
と

と
も
に
、

「
ふ
れ
あ

い
」
の
予

約
運
行
を

見
直
し
す

る
な
ど
、

さ
ら
な
る

利
便
性
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

◆
住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等

促
進
事
業

　

地
球
温
暖
化
の
防
止
な
ら
び
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
効
率
化
・
最

適
化
を
実
現
す
る
た
め
、
従
来
の

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

助
成
に
加
え
、
新
た
に
家
庭
用
燃

料
電
池
シ
ス
テ
ム
（
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
）、
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

地
の
増
加
を
抑
制
す
る
上
で
、
有

害
鳥
獣
の
駆
除
は
非
常
に
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
捕
獲

用
の
檻
や
、
わ
な
の
増
強
を
図
る

と
と
も
に
、
県
内
初
の
試
み
と
な

る
民
間
企
業
と
の
連
携
に
よ
り
、

生
態
系
の
調
査
や
遠
隔
監
視
に
よ

る
捕
獲
を
実
施
し
、
体
制
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

◆
農
業
基
盤
整
備
事
業

　

清
水
地
区
の
農
耕
地
等
の
湛た

ん

水

被
害
の
防
止
に
向
け
、
整
備
に
向

け
た
調
査
を
実
施
し
、
計
画
の
策

定
に
よ
る
、
早
期
の
事
業
化
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
引
き

続
き
、
新
川
地
区
の
か
ん
が
い
排

水
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
早
野

地
区
等
の
た
め
池
や
小
林
地
区
等

の
用
排
水
路
を
整
備
し
、
土
地
利

用
の
高
度
化
お
よ
び
経
営
の
安
定

化
を
図
り
ま
す
。

◆
企
業
誘
致

　

民
間
調
査
会
社
と
の
業
務
提
携

に
よ
り
、
対
象
企
業
の
情
報
収
集

を
強
化
し
、
よ
り
効
果
的
か
つ
効

率
的
に
、
企
業
誘
致
を
実
施
し
ま

す
。

◆
茂
原
に
い
は
る
工
業
団
地

　

本
年
１
月
に
仮
設
道
路
工
事
が

発
注
さ
れ
、
平
成
29
年
度
の
分
譲

開
始
に
向
け
て
、
本
格
的
な
事
業

着
手
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

県
と
連
携
を
図
り
、
事
業
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

◆
観
光
事
業

　

２
月
14
日
に
「
冬
の
七
夕
ま
つ

り
」
と
銘
を
打
ち
、
新
し
い
冬
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
「
冬
の
七
夕
ま
つ
り
」
と
同
日

に
、
六
斎
市
の
中
に
「
茂
原
ま
る

ま
る
マ
ル
シ
ェ
」
が
加
わ
っ
た
、

民
間
同
士
に
よ
る
、
新
た
な
協
働

事
業
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

春
に
は
「
桜
ま
つ
り
」
を
、
そ

し
て
夏
に
は
本
市
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
「
茂
原
七
夕
ま
つ
り
」

を
、秋
に
は
「
茂
原
秋
ま
つ
り
」
を
、

本
年
も
盛
大
に
開
催
で
き
る
よ
う

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
四
季

を
通
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ

り
、
本
市
の
魅
力
発
信
と
一
層
の

観
光
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
と

し
て
は
、
千
葉
県
と
神
奈
川
県
を

結
ぶ
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
お
よ
び
圏
央

◆
農
林
行
政

　

今
後
も
米
価
の
回
復
は
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
農
業
所
得
の
安

定
に
向
け
、
需
要
に
応
じ
た
米
の

生
産
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
茂

原
市
地
域
農
業
再
生
協
議
会
を
は

じ
め
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
農
業
所
得
向
上
の
た
め

の
所
得
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

経
営
基
盤
強
化
対
策
に
つ
い
て

は
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向

け
、
農
地
中
間
管
理
機
構
や
本
市

農
業
委
員
会
が
所
掌
す
る
農
地
の

貸
借
な
ど
、
幅
広
く
制
度
の
周
知

に
努
め
、
担
い
手
の
育
成
や
耕
作

放
棄
地
の
再
生
等
を
図
り
ま
す
。

◆
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

　

農
業
収
入
の
減
少
や
耕
作
放
棄

▲運行数を増便する市民バス

▲初の開催「冬の七夕まつり」

蓄
電
シ
ス
テ
ム
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）、
電

気
自
動
車
充
給
電
設
備
の
４
つ
の

設
置
費
用
に
対
し
て
、
助
成
を
行

い
ま
す
。

産業振興
地域の活力を生か
し、次代の産業を創
造するまち


